
○
狂
言
→
連
歌

『
兼
載
独
吟
百
韻
』（
一
五
一
〇
年
以
前
）

ほ
こ
ろ
び
が
ち
に
み
ゆ
る
か
み
し
も

主
殿
と
狂
言
な
が
ら
む
し
り
あ
ひ

い
そ
ひ
で
鳥
を
く
は
ん
と
ぞ
す
る　

←　
〈
雁(

が
ん)

盗
人
〉
＊

＊
遠
国
の
大
名
、太
郎
冠
者
に
肴
を
買
い
に
行
か
せ
る
。
冠
者
、

初
雁
を
予
約
し
て
帰
る
。
主
従
、
金
策
に
一
計
を
案
じ
、

店
の
前
で
空
喧
嘩
を
す
る
。
そ
の
紛
れ
に
冠
者
に
雁
を
盗

ま
せ
る
。

慶
長
古
活
字
版
『
犬
筑
波
集
』

下
手
猿
楽
に
似
た
る
ば
け
物

拍
子
に
も
合
は
ぬ
狸
の
腹
鼓　

←　
〈
狸
腹
鼓
〉
＊

＊
尼
に
化
け
た
狸
、猟
師
に
殺
生
を
や
め
る
よ
う
約
束
さ
せ
る
。

犬
の
声
に
怯
え
正
体
を
暴
か
れ
、腹
鼓
を
し
て
命
乞
い
す
る
。

〈
参
考
文
献
〉

・
林
屋
辰
三
郎
『
中
世
藝
能
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年

・
小
西
甚
一
『
能
楽
論
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
一
年

・『
図
説
い
け
ば
な
大
系
６　

い
け
ば
な
の
伝
書
』
角
川
書
店
、

一
九
七
二
年

・
日
本
思
想
大
系
『
中
世
政
治
社
会
思
想	

上
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年

・
鶴
崎
裕
雄
「
当
麻
寺
奥
院
蔵
『
十
界
図
屏
風
』
と
連
歌
会
図
・
花

の
下
連
歌
」（『
藝
能
史
研
究
』
第
一
四
一
号
、
一
九
九
八
年
）

・
日
本
思
想
大
系
『
中
世
政
治
社
会
思
想	

下
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
一
年

・
橋
本
朝
生
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
若
草
書
房
、
一
九
九
七

年
・
網
本
尚
子
「
連
歌
を
詠
む
狂
言
」『
文
学	

隔
月
刊
』
第
三
巻
第
二
号
、

二
〇
〇
二
年

・
島
津
忠
夫
「
芸
能
性
と
文
芸
性
と
」（『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
二
巻

連
歌
』　

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
一
九
六
四
年
）

・
大
谷
節
子
『
世
阿
弥
の
中
世
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年

・
神
津
朝
夫
『
茶
の
湯
の
歴
史
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年

・
鶴
崎
裕
雄
「
見
ら
れ
聞
か
れ
る
連
歌
―
連
歌
帳
行
の
本
質
―
」

（『
藝
能
史
研
究
』
第
二
〇
三
号
、
二
〇
一
三
年
）

〈
付
記
〉
右
に
掲
げ
た
の
は
、
当
日
の
配
布
資
料
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
形
で
原
稿
化
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
整
理
の
ゆ
き
届
い
て
い
な
い
点
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
講

演
の
際
に
は
、
絵
画
資
料
を
併
用
し
な
が
ら
、
連
歌
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
点
で
演
劇
性
が
問
題
と
な
る
の
か
を
中
心
に
話
を
し
た
。
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う
に
た
く
也
。
乍
去
、
四
季
・
恋
・
雑
の
口
伝
あ
り
。

（
香
は
、
先
に
焚
く
か
ら
と
い
っ
て
賞
美
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

後
か
ら
焚
く
ほ
ど
に
、
熟
考
や
工
夫
が
必
要
と
な
る
も
の
だ
。
そ

の
点
で
、
相
撲
や
仏
法
の
問
答
と
同
様
だ
。
洗
練
さ
れ
た
香
と
は
、

先
に
焚
い
た
香
と
の
関
係
で
違
反
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
焚
く
も
の

だ
。
そ
こ
に
は
、
四
季
・
恋
・
雑
の
分
類
に
関
す
る
口
伝
が
あ
る
。）

→
＊
「
指
合
」
は
連
歌
用
語
で
禁
止
事
項
を
意
味
す
る
。

資
料
３　

群
飲
佚
遊

『
建
武
式
目
』

一　

群
飲
佚
遊
を
制
せ
ら
る
べ
き
事

　

…
或
は
茶
寄
合
と
号
し
、
或
は
連
歌
会
と
称
し
て
、
莫
太
の
賭

に
及
ぶ
。
そ
の
費
勝
計
し
難
き
も
の
か
。

「
二
条
河
原
落
書
」

此
比(

こ
の
ご
ろ)

都
ニ
ハ
ヤ
ル
物
、
夜
討
強
盗
謀
綸
旨(
に
せ

り
ん
じ)

、…
京
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ
ゼ
テ
、一
座
ソ
ロ
ハ
ヌ
エ
セ
連
歌
、

在
々
所
々
ノ
歌
連
歌
、
点
者
ニ
ナ
ラ
ヌ
人
ゾ
ナ
キ
、
譜
第
非
成
ノ

差
別
ナ
ク
、
自
由
狼
藉
ノ
世
界
也
、
犬
田
楽
ハ
関
東
ノ
、
ホ
ロ
ブ

ル
物
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
田
楽
ハ
ナ
ヲ
ハ
ヤ
ル
也
、
茶
香
十
炷
ノ
寄
合

モ
、
鎌
倉
釣
ニ(

（
マ
マ
）)

有
鹿(

あ
り
し
か)

ド
、
都
ハ
イ
ト
ヾ

倍
増
ス
、
…

資
料
４　

笠
着
連
歌

国
立
公
文
書
館
蔵
『
筑
前
歳
時
図
記
』（
筑
前
地
方
の
年
中
行
事
に

つ
き
絵
を
ま
じ
え
て
解
説
。
江
戸
中
期
か
）

六
月
二
十
四
日
／
太
宰
府
／
笠
着
連
歌

菅
神
広
前
の
廻
廊
に
て
、
別
当
・
神
人
、
列
を
た
ゞ
し
ふ
し
て
法

楽
の
連
歌
を
興
行
す
。
此
日
は
参
詣
の
貴
賤
、
其
所
に
立
よ
り
て

句
を
つ
ら
ね
い
ひ
出
る
事
を
ゆ
る
す
。
宗
匠
、
其
秀
逸
を
撰
み
、

是
を
か
く
て
神
前
に
さ
ゝ
ぐ
。
参
詣
の
旅
人
は
、
笠
を
も
と
ら
で

句
を
考
ふ
る
に
よ
り
て
、
笠
着
の
連
歌
と
は
い
へ
り
。

資
料
５　

狂
言
と
連
歌

橋
本
朝
生
「
狂
言
と
俳
諧
連
歌
」（
同
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』

Ⅲ
一
）

○
連
歌
（
俳
諧
連
歌
）
→
狂
言

・
連
歌
の
流
行
を
背
景
と
す
る
も
の

〈
箕
被
〉〈
連
歌
盗
人
〉〈
察
化
〉〈
千
切
木
〉〈
千
句
〉〈
連

歌
十
徳
〉〈
鹿
ぞ
啼
く
〉

・
俳
諧
連
歌
が
着
想
の
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

〈
八
句
連
歌
〉〈
竹
の
子
〉〈
芥
川
〉〈
岩
橋
〉

・
部
分
的
に
俳
諧
連
歌
を
利
用
す
る
も
の

〈
酢
薑
〉〈
ほ
う
じ
ょ
う
〉〈
富
士
松
〉
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侍
公
（
救
済
）
は
、
い
づ
れ
の
躰
を
も
捨
て
ざ
り
け
れ
ど
も
、
た

だ
思
ひ
入
り
て
、
い
か
程
も
し
ほ
れ
た
る
所
に
心
を
か
け
侍
り
け

る
や
ら
ん
。荒
れ
た
る
宿
の
築
垣
も
、傾
く
軒
の
檜
皮
は
忍
忘（
草
）

な
ど
茂
く
、
春
の
月
の
朦
朧
た
る
が
御
簾
の
ひ
ま
よ
り
ほ
の
ぼ
の

と
さ
し
入
り
た
る
に
、
は
し
ち
か
く
は
人
の
音
な
ひ
も
な
き
や
う

に
句
を
作
侍
り
し
な
り
。

○
謡
曲
→
連
歌

荒
木
田
守
武
『
守
武
千
句
』
第
一

　

25　

将
棋
さ
す
の
の
み
や
人
に
雨
ふ
り
て

　

26　

を
し
て
吹
く
也
も
り
の
木
枯

謡
曲
「
野
宮
」

ワ
キ　

野
の
宮
の　

森
の
木
枯
し
秋
ふ
け
て　

森
の
木
枯
し
秋
更

け
て　
　

身
に
沁
む
色
の
消
え
か
へ
り　

思
へ
ば
い
に
し
へ
を　

何
と
し
の
ぶ　
　

の
草
衣

資
料
２　

茶
・
花
・
香

『
山
上
宗
二
記
』（
茶
湯
伝
書
。
一
五
八
八
年
成
立
）

古
人
の
い
は
く
、
茶
の
湯
名
人
に
な
り
て
の
果
て
は
、
道
具
一
種

さ
へ
楽
し
む
は
い
よ
い
よ
侘
数
寄
が
専
ら
也
。
心
敬
法
師
連
歌
の

語
に
い
は
く
、
連
歌
の
仕
様
は
枯
れ
か
じ
け
寒
か
れ
と
云
ふ
。
こ

の
語
を
紹
鷗
、
茶
の
湯
の
果
て
は
か
く
の
如
く
あ
り
た
き
も
の
を
、

な
ど
常
に
申
さ
る
る
の
由
、
辻
玄
哉
語
り
伝
へ
候
。

（
昔
の
人
は
こ
う
言
っ
た
、
茶
の
湯
の
名
人
と
も
な
る
と
、
究
極
に

は
道
具
一
つ
を
楽
し
む
に
も
、
い
よ
い
よ
ワ
ビ
や
数
寄
の
精
神
一

筋
と
な
る
、と
。
心
敬
法
師
が
連
歌
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
ば
に
も
、

連
歌
の
様
は
枯
れ
、か
じ
け
、寒
く
あ
れ
、と
。
こ
の
こ
と
ば
を
も
っ

て
、
武
野
紹
鷗
は
茶
の
湯
の
究
極
は
か
く
あ
り
た
き
も
の
、
と
常
々

述
べ
て
お
ら
れ
た
。
か
よ
う
に
、
辻
玄
哉
は
語
り
伝
え
て
お
り
ま

し
た
）

『
仙
伝
抄
』（
立
花
伝
書
。
一
五
三
六
年
頃
成
立
）

一　

連
歌
の
花
は
、
発
句
を
聞
た
ら
ば
、
其
躰
に
た
が
は
ざ
る
躰

に
立
べ
し
。
若
聞
ず
は
、
松
を
し
ん
に
立
て
、
下
草
に
当
季
の
も

の
を
用
ゆ
。
す
が
た
異
曲
な
る
は
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

（
連
歌
の
席
で
立
て
る
花
は
、
発
句
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
発

句
の
内
容
に
背
か
ぬ
よ
う
に
立
て
る
の
が
よ
ろ
し
い
。
も
し
発
句

を
聞
い
て
い
な
い
場
合
は
、
松
を
心
（
真
？
）
に
立
て
て
、
下
草

に
は
そ
の
季
節
の
も
の
を
用
い
る
。
花
の
姿
の
異
様
な
も
の
は
よ

ろ
し
く
な
い
。）

『
烏
鼠
集
四
巻
書
』（
茶
湯
伝
書
。
室
町
末
の
内
容
を
伝
え
る
か
、
慶

長
写
本
）

一　

香
は
先
に
た
く
と
て
賞
翫
に
あ
ら
ず
。
後
に
た
く
程
思
惟
工

夫
あ
る
也
。
す
ま
う
、
法
問
の
如
也
。
銘
香
は
初
の
に
指
合
ぬ
や
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資
料
１　

能
と
連
歌

○
連
歌
→
謡
曲

謡
曲
「
三
井
寺
」（
一
四
五
六
年
以
前
成
立
）

ワ
キ
「
こ
れ
は
江
州
園
城
寺
の
住
僧
に
て
候　

ま
た
こ
れ
に
わ
た

り
候
ふ
幼
き
日
と
は　

愚
僧
を
頼
む
よ
し　

仰
せ
候
ふ
間　

力
ら

な
く
師
弟
の
契
約
を
な
し
申
し
て
候　

ま
た
今
夜
は
八
月
十
五
夜

明
月
に
て
候
ふ
ほ
ど　

に　

幼
き
人
を
伴
な
ひ
申
し　

皆
々
講
堂

の
庭
に
出
で　

月
を
眺
め
ば
や
と
思
ひ
候

類
ひ
な
き　

名
を
も
ち
づ
き
の
今
夜
＊
と
て　

名
を
望
月
の
今

夜
と
て　

夕
べ
を
急
ぐ
人
心　

…

地
（
地
謡
）
月
は
山　

風
ぞ
時
雨
に
鳰
の
海
＊
＊　

風
ぞ
時
雨
に
鳰
の

海　

浪
も
あ
は
づ
の
森
見
え
て　

…

＊　
『
菟
玖
波
集
』
巻
二
十

　
　
　

八
月
十
五
夜
に

た
ぐ
ひ
な
き
名
を
も
ち
月
の
今
夜
か
な　
　

関
白
前
左
大
臣
（
二

条
良
基
）

＊
＊
『
石
山
百
韻
』（
一
三
八
五
年
成
立
）

　
　
　

賦
何
船
連
歌　
　

至
徳
二
年
十
月
十
八
日　

於
石
山
寺
倉
坊

　

月
は
山
風
ぞ
し
ぐ
れ
に
に
ほ
の
海　
　
　

良
基
公

○
連
歌
→
能
楽
論

世
阿
弥
『
風
姿
花
伝
』
第
三
篇
（
一
四
二
三
年
頃
成
立
か
）

◆
さ
れ
ば
、
遍
く
も
の
ま
ね
ご
と
に
無
し
と
も
、
一
方
の
花
を
究
め

た
ら
ん
人
は
、
し
ほ
れ
た
る
と
こ
ろ
を
も
知
る
こ
と
あ
る
べ
し
。

し
か
れ
ば
、
こ
の
し
を
れ
た
る
と
申
す
こ
と
、
花
よ
り
も
な
ほ
上

の
こ
と
に
も
申
し
つ
べ
し
。
花
無
く
て
は
、
し
ほ
れ
ど
こ
ろ
無
益

な
り
。
…

（
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
物
ま
ね
ご
と
に
花
を
極
め
て
い
な
く
て

も
、
あ
る
一
方
面
の
花
を
極
め
尽
く
し
た
人
は
、
し
お
れ
て
い
る

境
地
を
も
自
得
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
わ
け
で
、

こ
の
「
し
お
れ
た
る
」
と
い
う
風
趣
は
、
花
よ
り
も
も
っ
と
う
え

の
境
地
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
花
が
な
く
て
は
し
お

れ
て
い
て
も
役
に
立
た
な
い
。
…
）

◆
二
条
良
基
『
連
理
秘
抄
』

詞
利
き
の
句
は
、
如
何
に
も
し
み
じ
み
と
し
ほ
れ
た
る
よ
う
に
て
、

付
け
よ
く
、
お
も
し
ろ
く
思
ゆ
る
な
り
。

◆
『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』

「
中
世
藝
能
と
連
歌
」

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
鈴
木
　
　
元
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